
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永平寺町はかつて、れんげ草の種の産地でした。しかし、昭和 30 年頃、化学肥料や農薬による近代農法の幕開けによ

り、れんげ草の栽培は衰退していきました。そんな中、「もう一度、田んぼ一面に広がるれんげの花を見てみたい!!」とい

う率直な気持ちと、「これからの子どもたちには安全なお米を食べさせてあげたい」という想いから、平成 19 年より再び

「れんげ農法プロジェクト」に取り組みはじめました。 

 

秋に田んぼに種をまき、春に花を咲かせたれんげ草を土にすきこんで肥料とす

る農法です。れんげ草は空気中の窒素を根に取りこんで貯め込むので、稲が必

要とする窒素成分を含んだ元肥となり、土壌に力がつき強い稲を作ります。れん

げ草が肥料の役割をしてくれるので化学肥料は一切必要はなく、100％有機質

肥料です。れんげ農法は栄養たっぷりで人にも環境にもやさしい農法です。 

「れんげ農法プロジェクト」の想いに賛同して、平成 19年から永平寺町有機農業推進協議会が設立されました。永平寺

町の美しい自然を育む、環境と人にやさしい米づくりを後世に残したいという想いでわたしたちは研究・生産に努めてい

ます。 


